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臨
時
市
議
會

副
議
長
に
土
田
信
平
氏

臨
時
市
議
会
は
五
月
三
十
日
下
庄
出
張
所
に
お
い
て
開
か
れ

次
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、

前
筒
井
副
議
長
が
副
議
長
を
辞

任
さ
れ
た
0
で
そ
の
辞
任
を
認

め
、
後
任
に
土
田
信
平
氏
が
就

任
さ
れ
た
。

総
務
委
員
長
は
西
川
文
右
衛
門

氏
と
決
り
、
筒
井
金
作
氏
が
総

務
委
員
、
商
工
委
員
と
な
っ
た

　

▲
議
案
第
二
七
号
大
野
市

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
訓

練
所
設
置
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

ふ
議
案
第
二
八
号
一
時
借

入
金
借
入
先
追
加
の
件

　

▲
議
案
第
二
九
号
大
野
市

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に

っ
ま
い
て

〔写員は就任の挨拶をする土田副議長＝中央（円内）］

市
政
の
発
展
と
市
民
の

福
祉
に
全
力
を
盗
し
た
い

大
野
市
議
会
副
議
長

土
田
信
平

　

去
る
五
月
十
三
日
の
臨
時
市

議
会
に
於
て
、
副
議
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
私
の
無
上

の
光
栄
と
存

じ
て
｀
″
り
ま

す
。
素
よ
り

浅
学
非
才
で

到
底
そ
の
器

で
あ
力
ま
せ
ん
が
、
幸
に
人
格

識
見
共
に
高
邁
な
松
田
確
太
郎

議
長
の
も
と
、
議
員
各
位
の
御

協
力
と
四
万
市
民
0
御
支
援
と

に
よ
り
、
市
政
登
展
と
市
民
の

剛
祀
の
増
進
に
微
力
な
が
ら
全

力
を
尽
す
覚

悟
で
御
座
い

ま
す
。

　

今
後
よ
り

一
暦
御
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
4
i
願
申
し
上

げ
、
就
任
0
御
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

教
育
委
員
長
に
布
川
豊
氏

　

五
月
六
日
午
後
一
時
選
挙
後

初
め
て
の
教
育
委
員
会
が
下
庄

出
張
所
で
開
か
れ
た
。
教
育
長

か
ら
市
教
育
情
況
の
概
況
攬
明

が
あ
り
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
案
第
一
号
委
員
長
、
副

委
員
長
の
選
任
、
委
員
長
に
布

川
豊
氏
、
副
委
員
長
に
寺
島
利

鏡
氏
決
定
、
教
育
文
化
の
推
進

力
で
あ
る
同
委
員
会
に
寄
せ
る

市
民
の
期
待
も
大
き
い
。
当
日

会
議
の
情
況
次
の
通
り
。
・
・
・
写

真
は
教
育
委
員
会
議
円
内
布
川
氏

　

｀
議
案
第
二
号
大
野
市
立

学
校
教
頭
設
置
規
則
制
定
に
つ

い
て
（
可
決
）

　

ふ
議
案
第
三
号
教
育
委
員

会
事
務
局
、
其
他
職
員
の
定
※

※
数
条
例
改
正

に
つ
い
て
（
可

決
）

　

ふ
議
案
第
四

号
学
校
建
築

委
員
会
設
置
並

に
実
施
計
画
に

つ
い
て
（
可

決
）

　

｀
議
案
第
五

号
祀
会
教
育

委
員
補
欠
委
員

委
嘱
に
つ
い
て

　

臼
井
泰
蔵

安
川
安
右
御
門

の
雨
氏
に
決
定

教
育
行
政
に
精

魂
を
尽
寸
覚
悟

大
野
市
教
育

委
員
会
長

布
川
豊

　

今
回
図
ら
十
も
大
野
市
教
育

委
員
と
し
て
選
ば
れ
、
然
も
委

員
長
の
重
職
に
就
き
ま
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
今
更
の
如
く
其

責
任
の
重
き
を
痛
感
し
、
此
の

与
え
ら
れ
た
任
期
中
職
責
を
全

う
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
決
心
い
た

し
て
居
り
ま
す
。
教
育
行
政
面

に
於
て
は
、
全
く
の
素
人
で
あ

り
、
未
経
験
者
で
あ
る
私
と
し

ま
し
て
は
、
一
抹
の
不
安
を
感

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま

す
が
然
し
賀
正
直
に
精
榊
を
こ

め
て
努
力
し
事
に
あ
た
っ
た
な

ら
ば
、
如
何
に
素
人
で
あ
る
と

は
云
え
、
其
職
責
を
果
せ
な
い

こ
と
は
な
い
と
の
決
意
0
下
に

邁
進
致
し
。
又
教
育
行
政
面
に

た
す
さ
わ
る
点
か
ら
、
机
上
に

お
い
て
論
議
す
る
0
み
で
な
く

大
い
に
表
面
に
出
て
、
教
育
の

第
一
線
で
専
心
努
力
し
て
お
ら

れ
る
諸
先
生
方
と
膝
を
亨

凡
て
の
経
験
を
は
な
し
。
実
際

面
に
■
f
t
け
る
意
見
を
聞
き
、
共

々
に
勉
強
し
研
究
し
、
回
国
の

再
建
に
あ
た
り
【
】
切
0
芸
術

は
無
窮
―
追
う
姿
に
外
な
ら
な

い
」
と
云
わ
れ
た
岡
倉
天
心
先

生
の
言
を
教
育
面
に
い
か
し
、

無
窮
を
追
う
て
国
民
教
育
0
基

礎
と
な
る
小
、
中
学
校
の
教
育

方
面
に
精
魂
を
つ
く
し
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
簡
単
乍
ら

就
任
0
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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◆
自
衛
隊
員
に
恚
募
し
ま
し
よ
う
塵
募
締
切
七
月
十
五
日
ま
で

今月の行事

四
日
（
土
）
五
日
（
日
）
御
嶽

　

山
登
り

六
日
（
月
）
七
日
（
火
）
富
田

　

地
区
腸
。
で
フ
予
防
接
種

八
日
（
水
）
乾
側
地
区
か

上
旬
共
済
組
合
合
併
打
合
会

大
野
地
区
殺
虫
剤
散
布
、
各

出
張
所
へ
殺
虫
剤
配
布
、
国

保
運
営
連
絡
協
議
会
、
保
育

所
入
所
児
決
定
（
二
歳
七

歳
迄
）
、
祠
祇
事
務
連
絡
協

　

議
会

十
三
日
（
月
）
阪

　

谷
小
学
校
第
二

　

分
校
落
成
式

十
三
日
（
月
）
十

四
日
（
火
）
十
五

日
（
水
）
十
六
日

（
木
）
大
野
地
区

　

一
般
ッ
反

十
七
日
（
金
）
小

　

山
地
区
腸
。
ご
フ

予
防
接
極

二
十
日
（
月
）
出
張
所
職
員
健

　

康
診
断
（
上
庄
）
於
上
庄
小

　

学
校

中
旬
農
業
委
員
選
挙
、
病
害

　

虫
防
除
打
合
会
（
農
協
職
員
）

　

季
節
保
育
所
閉
サ
（
下
庄
、

　

阪
谷
）
、
遺
児
靖
国
榊
祀
參

　

秤
（
九
三
名
）
、
民
生
委
員

　

推
薦
委
員
会
、
定
例
市
議
会

二
十
日
～
二
十
三
日
迄
度
量

　

衡
検
査

二
十
一
日
（
火
）
五
箇
地
区
一

般
ッ
反

二
十
二
日
（
水
）
出
張
所
職
員

　

健
康
診
断
（
富
田
）
於
富
田

　

小
学
校

二
十
三
日
（
木
）
五
箇
地
区
一

　

般
ッ
反
判
定
出
張
所
職
員

　

健
康
診
断
（
五
箇
）
於
五
簡

　

勝
原
小
学
校

二
十
四
日
（
金
）
出
張
所
職
員

健
康
診
断
（
小
山
）
於
小
山

小
学
校

二
十
七
日
（
月
）
乾
側
地
区
乳

　

幼
児
ツ
反

二
十
八
日
（
火
）
上
、
下
打
波

　

腸
パ
ラ
予
防
接
種

二
十
九
日
（
水
）
乾
側
地
区
乳

　

幼
児
ツ
反
判
定
、
勝
原
腸
パ

　

ラ
予
防
接
種

下
旬
保
育
所
竣
工
式

青
少
年
問
題
協
議
会
結
成

六
呂
師
高
原
に
モ
ダ
ン
校
舎
立
つ

　

阪
谷
小
学
校
六
呂
師
分
校
O

改
築
工
事
は
二
ヵ
年
計
画
で
、

去
る
昭
和
二
十
九
年
四
月
か
ら

着
工
、
本
年
五
月
二
十
日
這
に

竣
工
し
た
。
工
事
費
は
壹
千
万

円
で
あ
る
。
雄
大
な
ス
ケ
ー
ル

の
六
呂
師
高
原
を
背
景
に
、
敷

地
二
、
三
〇
〇
坪
、
木
造
平
屋

建
瓦
ぶ
き
二
棟
で
、
校
舎
、
体

育
舘
か
ら
な
り
、
建
坪
二
六
四

坪
、
上
庄
中
学
校
を
し
0
ぐ
最

も
近
代
的
な
優
良
施
設
と
し
て

観
光
地
六
呂
師
高
原
に
更
に
花

を
そ
え
る
感
が
あ
る
。
竣
工
式

は
風
か
お
る
六
月
十
三
日
午
前

十
一
時
か
ら
行
わ
れ
る
。
（
写
真

竣
工
式
を
ま
つ
校
舎
の
部
）

学
校
建
築

実
施
決
る

昭
和
三
十
年
度
市
内
小
中
学

校
の
老
朽
校
舎
（
危
険
校
舎
）

の
改
築
は
各
方
術
か
ら
切
望
さ

れ
て
い
た
が
、
最
近
い
ち
じ
る

し
い
児
童
生
徒
0
増
加
と
危
険

度
の
増
大
の
た
め
、
次
の
と
お

り
繰
り
上
げ
増
改
築
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
野
有
終

中
学
校

上
庄
中
学
校

小
山
小
学
校

下
庄
小
学
校

大
野
有
終
酉
小
学
校

同
小
池
分
校

打
肢
小
学
校

嵐
分
校

大
野
有
終

哨
小
学
校

学
校
名

咆
築

増
築

改
築

改
築

泡
築

改
築

改
築

増
築

増
改
築
の
別

六
二

一
六

二
四
四

八
〇
一

五
〇

四
二

四
七

一
五
九

建
築
坪
敬
一
竣
工
予
定
年
月
日

八
月
三
十
一
日

八
月
三
十
一
日

十
月
三
十
一
日

昭
和
Ξ
十
｝
年
　
五
月
一
一
十
日

九
月
一
一
十
日

九
月
三
十
日

九
月
三
十
日

九
月
二
十
日

木
造
平
屋
建
特
別
教
室
一
室
及
び
準
備
室

木
造
平
屋
建
家
事
室
鶯
給
食
室

木
造
平
屋
建
二
棟
1
通
教
室

鉄
筋
n
ン
ク
S
”
―
ト
ヨ
階
建
校
舎
二
ヵ
年
計
画

木
造
平
屋
娃
二
教
室

木
造
二
階
建
全
部
改
築

木
造
二
階
建
全
部
改
築

木
造
二
階
建
瓦
葺
五
教
室

摘
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
Ｓ
ー

大
野
高
等
学
校

三
浦
織
物
K
K

に
大
臣
賞

　

五
月
十
八
日
午
前
十
一
時
か

ら
。
敦
賀
市
役
所
で
県
下
統
計

関
係
者
並
に
県
内
外
の
来
賓
等

二
百
数
十
名
1
集
の
も
’
一
に
、

朝
井
県
統
計
協
会
総
会
が
行
わ

れ
、
大
野
市
（
多
田
）
が
議
長

と
な
り
、
昭
和
三
十
年
度
予
算

並
に
事
業
計
画
等
一
時
間
余
に

亘
り
惧
重
に
審
議
し
た
。
引
続

き
統
計
大
会
が
開
か
れ
会
場
で

の
大
野
市
関
係
の
表
彰
者
は
次

の
通
り
で
あ
っ
た
。

文
部
大
臣
賞
大
野
高
等
学
校

通
商
産
業
大
臣
賞
＝
一
浦
織
物

　

株
式
会
牡

祠
井
県
統
計
協
会
長
賞
小
林

　

亮
之
助
（
市
民
生
課
勤
務
）

向
下
庄
中
学
校
の
統
計
図
表
が

入
選
し
、
又
長
い
間
、
統
計
調

査
員
と
し
て
お
骨
折
り
下
さ
っ

た
方
々
の
う
ち
特
に
長
期
の
方

よ
り
次
0
通
り
表
彰
が
あ
っ
た

　

「
農
林
統
計
調
査
」
蒸
徳
市
三
郎

　

・
・
・
春
日
一
金
子
正
岸
・
・
・
篠
座
中

　

岸
太
守
・
：
森
本
起
橋
甚
光
・
：
松

　

丸
田
中
新
丁
・
右
近
次
郎
橋

　

本
庄
吉
：
上
麻
生
島
斎
藤
斉
一

　

・
●
・
ｙ
‐
舌
土
屋
静
・
：
阿
難
相
領
家

　

大
久
保
孫
兵
衛
・
●
・
太
田
飛
川
直

　

治
・
：
東
大
月
斎
藤
庄
吉
・
：
上
舌

　

帰
山
小
太
郎
・
・
・
下
唯
野
林
達
也

　

・
・
・
下
打
波
面
屋
軍
雄
・
・
友
江

　

飯
田
茂
・
：
上
丁
三
橋
一
宏
・
：
上

　

打
波
松
間
利
夫
・
：
中
野
木
瀬

　

治
郎
右
衛
門
・
・
・
中
荒
井
松
山
千

　

利
・
：
土
布
子
原
勉
●
：
東
勝
原

　

「
商
工
業
統
計
調
査
」
川
崎
善
太

郎
…
神
明
中

　

「
農
林
統
計
沢
査
」
松
浦
助
右
衛

門
…
今
井
島
口
啓
助
・
：
大
西
出

桐
林
千
波
・
：
下
丁
高
松
留
吉
．
・
●

犬
山金

森
公
祭
計
画
案

六
月
三
十
日
漫
才
と
の
ど
自

慢
予
選
、
花
道
展
、
古
墨
展
、
撮

影
大
会

七
月
一
日
昼
奉
納
剣
道
大
会

墓
前
祭
（
亀
山
）
夜
フ
ア
ツ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
衣
料
店
提
供
（

t
y
ル
を
採
用
す
る
こ
と
）
夜

漫
才
（
フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ

と
交
互
に
折
り
込
む
）

七
月
二
日
昼
子
供
踊
り
大
会

　

（
六
間
広
場
）
夜
奉
納
踊
り

大
会
｛
市
内
街
頭
二
ヵ
所
｝

七
月
三
日
昼
大
名
行
列
カ
ー

・
「
ハ
ル
夜
の
ど
自
慢
決
勝
（
六

間
広
場
）

（
写
武
は
敦
賀
市
の
計
ら
い
に

よ
る
I
－
慰
安
の
夕
）
の
I
コ
こ
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『
新
生
活
運
動
』
を
強
力
に
推
進

市
社
会
教
育
委
員
会
で
き
ま
る

　

大
野
市
建
設
の
精
榊
的
基
盤

は
、
今
ま
で
の
二
町
六
ヵ
村
と

い
う
住
民
意
識
を
か
な
ぐ
り
捨

て
て
、
市
民
の
全
部
が
新
甫
を

中
心
と
し
た
一
体
観
に
立
つ
融

和
精
紳
を
養
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
従
っ
て
一
般
行
政
を
円
滑

に
運
び
、
新
し
い
「
街
造
り
」
を

完
成
す
る
鴛
0
祀
会
教
育
の
基

底
を
こ
こ
に
求
め
て
、
左
の
四

項
に
活
動
方
針
を
集
約
し
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
各
位
の

御
理
解
と
御
協
力
を
得
て
、
私

ど
も
の
大
野
市
を
明
る
い
住
み

よ
い
市
と
し
た
い
と
念
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

一
、
歓
会
教
育
行
政
0
確
立

1
総
合
祗
会
教
育
体
制
の
樹

　
　

立

　

2
専
任
職
員
0
研
修

　

3
歓
会
教
育
施
設
の
整
備

二
、
新
生
活
運
動
0
推
進

1
活
動
体
制
の
充
実

2
教
育
活
動
に
よ
る
啓
蒙
と

　
　

実
践

三
、
青
少
年
生
活
の
充
実

1
団
体
活
動
の
充
実

2
青
年
学
級
の
振
興

四
、
健
民
運
動
の
展
開

1
体
育
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン
の

　
　

生
活
化

2
振
興
組
織
の
強
化

3
体
育
施
診
の
拡
充
（
活
動

の
具
体
的
方
式
は
省
略
）

。
ド
ル
″
を
稼
ぐ
／

大
野
市
の
織
物

　

今
よ
り
十
七
年
程
前
ア
メ
リ

カ
の
デ
ュ
ポ
ン
毅
で
初
め
て
登

表
さ
れ
た
ナ
イ
ロ
ン
は
化
学
の

進
歩
に
件
い
そ
の
改
良
、
費
達

は
目
ざ
ま
し
く
、
光
沢
、
強
さ
共

絹
、
綿
を
し
0
ぐ
（
絹
の
〇

倍
、
綿
の
三
〇
倍
）
0
強
さ
と
云
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
用
途
も
亦

広
く
知
ら
れ
て

来
た
。
当
市
で

も
先
が
け
た
工

場
が
二
、
三
あ

り
ナ
イ
ロ
ン
織

物
が
作
ら
れ
て

い
る
が
、
其
の

製
品
は
全
部
国

外
に
輸
出
さ
れ

ド
ル
を
稼
ぐ
わ

け
で
あ
る
。
市

商
工
課
と
広
報

係
が
市
内
の
某

工
場
を
尋
ね
て

見
た
。
（
写
武

は
オ
サ
の
音
も

頼
も
し
く
ナ
イ

ロ
ン
織
物
が
作

ら
れ
て
い
く
）

あ
か
ろ
い
市
民
穴
ち
（
下
庄
託
兄
所
）

　

下
庄
婦
人
会
で
は
、
農
繁
期
中
の

託
児
所
を
開
設
し
て
農
家
の
市
民
か

ら
大
変
よ
ろ
こ
ぱ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
五
月
の
、
俗
に
言
う
猫
の
手
で
も

か
り
た
い
と
き
1
ヵ
月
間
、
そ
れ
に

麦
秋
の
半
月
間
を
各
部
落
で
開
設
し

て
、
朝
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、

二
歳
以
上
入
学
前
の
子
ど
も
を
あ
ず

か
つ
て
世
話
を
す
る
。
今
年
は
中
荒

井
、
庄
休
、
大
矢
戸
、
小
矢
戸
、
横

枕
、
中
保
、
菖
蒲
池
の
七
ヵ
所
で
開

か
れ
、
全
収
容
子
供
数
は
三
百
名
に

も
上
っ
て
い
る
。
田
の
畦
で
雨
に
う

た
れ
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て
泣
い
た
り

イ
ズ
メ
で
終
日
泣
き
く
た
び
れ
る
農

村
の
子
供
の
悲
哀
は
、
こ
れ
で
全
く

解
消
、
二
人
の
保
母
さ
ん
を
中
心
に

喜
々
と
し
て
遊
ぶ
子
供
の
面
に
は
明

る
い
表
情
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

（
写
偏
は
和
や
か
な
託
9
所
風
景
）

【
㈲
屋
婦
人
会
長
談
一

　
　

下
庄
地
区
で
は
戦
時
中
、
十

二
年
間
、
毎
年
企
区
域
に
わ
た
っ

て
開
設
さ
れ
、
婦
人
会
の
定
例
行

事
と
も
な
っ
て
っ
ゞ
い
て
き
ま
し

た
が
、
戦
後
五
ヵ
年
間
空
白
状
態

を
つ
ゞ
け
、
今
か
ら
四
年
前
や
っ

と
ニ
カ
所
、
Ξ
力
所
と
ボ
ツ
ボ
ツ

生
れ
て
今
年
は
七
ヵ
所
も
開
か
れ

る
よ
・
う
な
盛
況
に
な
っ
て
き
玄
し

た
。
出
来
れ
ば
今
年
の
秋
の
取
入

れ
に
屯
開
き
、
来
年
は
も
っ
と
も

っ
と
内
容
も
充
実
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
移
勤

式
の
す
べ
り
台
と
か
、
よ
い
遊
び

道
具
等
、
数
え
あ
げ
る
と
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
も
日
赤
福

井
支
部
か
ら
子
供
の
健
康
診
断
に

来
ら
れ
、
弱
い
子
供
に
は
薬
な
ど

を
与
え
て
く
だ
さ
る
等
、
各
方
面

か
ら
多
大
の
援
助
を
し
て
下
さ
る

の
で
皆
さ
ん
方
も
大
変
よ
ろ
こ
ん

で
い
ま
す
。
婦
人
会
本
部
か
ら

カ
所
二
千
円
、
保
母
さ
ん
の
給
与

一
人
三
百
国
を
支
出
し
て
、
後
の

菓
子
代
等
は
支
部
負
担
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
面
の
題
営
に

も
租
当
の
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
も
喜
こ
ぶ
子
供
た
ち
、
親

御
さ
ん
の
姿
を
み
る
と
き
は
て
へ

　

ん
に
ふ
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

【
主
婦
A
さ
ん
】
子
供
の
生
命
を
預

っ
て
下
さ
る
こ
と
が
何
よ
り
安
心
で

す
。
そ
れ
に
、
う
ち
の
子
な
ど
は
と

て
も
ひ
き
よ
う
な
性
質
な
の
で
、
こ

う
し
た
機
会
に
人
な
か
（
対
人
関
係
）

が
出
来
る
こ
と
は
う
れ
し
い
で
す
。

え
え
？
も
ち
ろ
ん
子
供
も
親
も
よ
ろ

こ
ん
で
い
ま
す
。

　

【
主
婦
B
さ
ん
】
お
金
が
か
か
る
っ

て
？
そ
う
、
ま
あ
服
装
な
ん
か
も
少

し
は
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
ね
。
で

も
あ
た
り
ま
え
で
す
も
の
。
い
ま
ま

で
に
あ
ん
ま
り
ほ
っ
と
き
す
ぎ
た
ん

で
す
か
ら
ね
。
そ
れ
に
も
っ
と
い
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
。
う
ち
の
父
ち

ゃ
ん
ね
、
い
そ
が
し
い
と
き
、
子
供

が
泣
い
た
り
、
む
ず
か
っ
た
り
す
る

と
、
と
て
も
カ
ン
シ
ヤ
ク
を
起
す
の

よ
、
そ
れ
が
私
、
一
番
ツ
ラ
イ
の
、
で

も
ね
そ
れ
が
、
今
度
は
；
●
●
・
・
オ
ッ
ホ

ホ
ホ
一
・
・
・
一
一
s
l
●
O

◆
六
月
市
税
の
納
期
市
民
税
第
一
期
納
入
期
日
は
六
月
三
十
日
限
り
で
す

〔
市
の
人
事
〕

（
退
職
者
一

　

竹
内
正
栄
い
建
μ
課
）
鳥
山
佐
次

　

馬
へ
同
）
桜
井
荘
太
郎
（
晨
務
課
）

　

中
村
清
子
（
同
）
佐
々
木
恒
吉
（

　

乾
側
出
張
所
）

　
　

四
月
十
日
付

　

下
村
静
（
税
務
課
）

　
　

四
月
十
五
日
付

　

常
見
一
英
（
議
会
事
務
局
長
）

　
　

四
M
三
十
日
付

【
異
勁
一

　

保
険
倫
生
係
長
印
牧
弥
右
衛
門

　

（
民
生
課
）
徴
収
係
長
沢
田

武
雄
（
税
務
課
）
総
務
課
宮

木
芳
雄
（
同
）
同
広
田
三
喜

男
（
議
会
）
税
務
課
中
村
為

　

（
総
診
課
）
同
尾
崎
庄
一
（

建
設
課
）
同
森
永
敏
子
（
上

庄
出
張
所
）
農
務
課
畑
中
則

夫
（
林
務
課
）
商
工
課
天
谷

修
子
（
建
設
課
）
戸
籍
課
清

水
初
音
（
下
庄
出
張
所
）
下
庄

出
張
所
木
下
文
子
（
戸
籍
課
）

　
　

四
月
十
一
日
付

　

議
会
事
端
局
長
荒
矢
定
治
（
商

工
課
長
い

　
　

五
月
一
日
付

　

税
務
課
松
田
五
十
三
（
商
工
課

　

農
務
課
帰
山
公
子
（
富
田
診
療

　

所
）
五
月
九
日
付

　

議
会
事
務
局
松
木
才
市
（
民
生

　

課
）

　
　

五
月
十
二
目
付
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◆
市
教
育
委
員
会
電
話
一
〇
五
番
新
設

二
人
乗
り
と
無
燈
火
の
取
締
り

　

自
転
車
o
二
人
乗
り
は
原
則
ま

と
し
て
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
副
手
握
り
●
足
か
け
・
乗

車
台
を
備
え
つ
け
る
こ
と
、
運

転
者
が
十
四
歳
以
上
の
者
で
あ

る
こ
と
」
の
四
つ
の
条
件
を
備

え
る
と
、
二
人
乗
り
も
川
来
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
設

備
―
し
た
上
で
乗
っ
て
下
さ
い

　

又
夜
間
白
韓
車
に
燈
火
を

つ
け
ず
に
乗
る
こ
と
は
川
来
ま

せ
ん
。
叉
殺
電
ラ
ン
プ
を
つ
け

る
場
合
は
ラ
ン
プ
の
光
り
が
前

方
を
直
射
す
る
と
、
他
の
車
や

歩
く
人
の
迷
惑
に
な
っ
て
事
故

を
起
す
原
因
と
な
る
の
で
、
登

電
ラ
ン
プ
の
取
付
け
は
、
光
が

前
方
五
メ
ー
ト
ル
の
地
面
を
照

す
よ
う
角
度
を
約
十
度
下
げ
て

取
付
け
て
下
さ
い
。

　

自
転
車
の
二
人
乗
り
と
、
無

燈
火
は
一
般
0
人
が
最
も
犯
し

易
い
交
通
違
反
な
の
で
、
今
日

ま
で
何
回
と
な
く
御
注
意
申
し

上
げ
、
御
協
力
を
願
っ
て
来
て

非
常
に
違
反
者
が
少
く
な
っ
て

来
て
は
お
り
ま

す
が
、
中
に
は

ま
だ
設
備
り
な

い
自
転
車
の
二

人
乗
り
や
無
燈

火
の
自
転
車
を

乗
り
廻
し
て
事

故
の
原
因
と
な

っ
た
り
、
他
O

交
通
に
迷
惑
を
か
け
て
居
ら
れ

る
人
が
あ
る
0
で
、
全
部
の
人

が
規
則
を
守
っ
て
明
る
く
安
全

な
交
通
を
し
て
戴
く
た
め
、
警

察
と
し
ま
し
て
は
五
、
六
月
の

二
ヵ
月
を
最
後
の
指
導
期
間
と

し
て
強
力
な
指
導
を
行
い
違
反

者
は
そ
の
都
度
本
署
に
来
て
戴

い
て
誓
約
し
て
戴
く
と
共
に
、

七
月
以
降
は
違
反
者
の
状
況
に

よ
っ
て
は
規
則
に
従
っ
て
処
分

を
さ
せ
て
戴
く
考
え
で
す
か
ら

規
則
を
守
っ
て
違
反
の
な
い
よ

う
御
協
力
下
さ
い
。

　

私
共
は
決
し
て
処
罰
を
望
む

も
の
で
は
な
く
、
七
月
以
降
は

一
人
の
違
反
者
も
な
い
明
る
い

交
通
秩
序
が
生
れ
る
事
を
ひ
た

す
ら
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
市
民
0
皆
様
の
御
協

力
を
切
に
お
ね
が
い
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
（
大
野
警
察
署
）
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観
光
地
と
し

て
の
大
矢
戸

む
か

’
臨

谷
矢

戸
口

よ
り

大
矢

一
【
に

通
ず

ろ
矢

戸
坂

越
ば

福
井

丸
岡

三
川

方
面

と
大

野
方

面
と

を
連
接
す
る
重
要
道
路
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
っ
し
た
関
係
で
矢
戸
坂
附
近
に
は
歴
史
的

な
名
所
、
旧
蹟
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

若
し
将
来
、
下
荒
井
よ
り
花
山
峠
に
至
ろ
山

上
道
路
が
出
来
ろ
な
ら
ば
、
観
光
上
有
意
義

な
も
の
と
思
い
ま
す
。
登
っ
て
見
ま
す
と
、

大
野
、
勝
山
雨
分
一
地
を
一
眸
の
内
に
眺
め
、

絶
戮
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
禅
師
峯
寺
趾
」
山
m
に
あ
り
、
道
元
禅
師

の
修
行
さ
れ
た
所
と
い
わ
れ
禅
師
は
、
こ
こ

で
曹
洞
宗
の
根
木
義
で
あ
ろ
正
法
眼
蔵
か
書

か
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
ま
す
。
今
は
西
大

月
の
山
麓
に
、
モ
の

只
‥
残
と
し
て
禅
師
峯

寺
が
建
て
ら
れ
て
あ

り
ま
す
。

　

【
一
八
居
晴
代
の
横
穴

大
矢
戸
か
ら
n
り
ま

す
と
、
山
L
に
附
近
に

穴
居
時
代
の
鯛
に
ハ
ら

し
い
も
の
が
数
カ
所
あ
り
ま
す
。
今
後
学
究

資
料
と
な
る
決
思
い
ま
す
。

　

【
女
等
地
蔵
】
オ
ン
ナ
ラ
地
蔵
ｙ
読
み
ま
す

大
き
な
1
＾
3
に
掘
り
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
も
山
m
近
く
に
あ
り
、
従
来
子
守
地
蔵
と

称
し
、
女
の
人
た
ち
が
信
仰
し
て
い
ま
し
た

が
、
近
頃
こ
れ
ぱ
キ
リ
ス
ト
の
マ
リ
ヤ
聖
母

9
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月

カ
ト
リ
ッ
ク
神
父
ク
ワ
ー
ク
先
生
は
じ
め
、

多
数
の
信
者
が
参
拝
し
、
盛
大
な
信
仰
的
儀

式
が
I
行
わ
れ
ま
し
た
（
汽
頁
は
女
等
地
蔵
）

公
告

一
、
物
件
の
表
示
大
野
市
川
六
呂
師
Ξ
Ξ
号
六
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　

阪
谷
小
学
校
第
二
分
校
八
旧
校
舎
）

一
、
建
物
の
種
類
1
木
造
一
」
階
建
瓦
葺
校
舎
一
三
〇
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
間
十
三
問

　
　
　
　
　
　
　
　

2
木
造
平
屋
建
瓦
葺
校
舎
三
五
坪
五
間
七
間

　
　
　
　
　
　
　
　

3
木
造
二
階
建
瓦
1
階
段
二
四
坪

　
　
　
　
　
　
　
　

4
便
所
（
木
造
平
屋
）
八
坪

　
　
　
　
　
　
　
　

5
児
童
玄
関
六
坪
但
し
配
電
設
備
を
除
く

　

右
の
建
物
を
公
売
す
る
か
ら
買
受
を
希
望
す
る
も
の
は
現
地
現
物

　

な
ら
び
に
入
札
心
得
1
を
熟
覧
の
上
入
札
せ
ら
れ
た
い

　
　

右
公
告
す
る

　
　
　

昭
和
三
十
年
六
月
三
日
大
野
市
役
一
院

一
、
公
売
方
法
入
札

一
、
入
札
並
に
開
札
の
場
所

　
　

大
野
市
役
所
市
長
室

一
、
入
札
の
日
時
六
月
十

　
　

五
日
午
前
十
時

一
、
加
入
保
証
金
百
分
五

一
、
契
約
保
証
金
百
分
十

一
、
代
金
納
入
期
限
六
月
三
十
日

六
月
の
農
事
暦

　

全
般
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
高

気
圧
が
発
達
し
、
日
本
海
側
が

低
圧
部
と
な
っ
て
気
圧
の
谷
は

出
来
易
く
な
ろ
う
。
こ
0
た
め

天
気
は
上
旬
末
と
月
末
頃
を
除

き
、
梅
雨
模
様
0
日
が
多
い
。

気
温
は
上
旬
後
牛
に
時
高
く

な
る
が
、
そ
の
後
は
次
第
に
低

目
と
な
り
、
月
平
均
で
は
平
年

並
か
や
や
低
く
、
降
水
量
は
平

年
並
、
日
照
は
平
年
よ
り
多
少

少
目
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

【
作
物
】
裏
作
物
、
特
に
麦

菜
種
な
ど
の
収
穫
は
早
く
な
り

一
毛
作
田
と
二
毛
作
田
の
田
植

が
引
続
い
て
行
わ
れ
、
労
働
の

山
が
重
な
っ
て
襄
作
物
の
収
穫

追
肥
、
中
耕
、
除
草
等
大
切
な

作
業
が
遅
れ
勝
ち
に
な
る
か
ら

機
械
力
の
利
用
、
労
力
の
配
分

な
ど
考
え
て
適
期
作
業
を
計
一
関

的
に
実
施
す
る
よ
う
に
。

　

【
病
虫
害
わ
ら
む
し
】
保

温
折
衷
苗
代
等
成
育
の
早
く
て

よ
い
田
に
は
特
に
一
化
期
o
発

生
が
多
い
し
、
本
年
は
わ
ら
む

し
の
駿
生
が
多
く
且
つ
早
い
と

予
想
さ
れ
る
か
ら
、
上
旬
中
に

パ
ラ
チ
オ
ン
剤
の
一
斉
散
布
を

し
て
防
除
の
適
確
を
期
し
た
い

な
お
ゼ
フ
チ
オ
ン
剤
は
個
人
使

用
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
必

挙
技
術
者
の
指
導
を
受
け
る
。

　

【
い
も
ち
】
本
月
に
入
っ
て

田
植
す
る
苗
代
は
必
ず
苗
取
り

前
三
日
く
ら
い
に
銅
水
銀
剤
を

散
布
す
る
。
本
田
o
い
も
ち
の

初
発
は
上
旬
で
あ
る
が
、
初
期

防
除
が
大
切
な
こ
と
は
云
う
ま

で
も
な
い
。
梅
雨
の
晴
れ
間
を

見
て
薬
剤
散
布
を
す
る
こ
と
。

　

「
疫
病
」
馬
鈴
薯
の
疫
病
、

六
月
に
入
っ
て
雨
天
が
多
く
や

や
低
温
に
経
過
す
る
と
殺
生
が

多
く
な
る
。
例
年
六
月
中
旬
が

蔓
延
期
で
あ
る
か
ら
、
薬
剤
散

布
は
六
月
上
、
中
旬
の
二
回
行

う
o
薬
剤
は
特
に
地
表
面
と
葉

裏
に
附
着
す
る
よ
う
に
す
る
。

四
～
六
斗
式
石
友
ボ
ル
ド
ー
液

叉
は
銅
製
剤
（
水
斗
に
五

匁
）
に
展
着
剤
を
加
用
し
て
反

当
八
斗
以
上
、
銅
粉
剤
反
当
三

尨
以
上
散
布
す
る
。



新
し
い
市
民
と
な
る
た
め
の

＝
大
野
市
公
民
舘
事
業
計
画
＝

　

昨
年
夏
、
新
し
い
第
一
歩
を
印
し

た
大
野
市
も
愈
々
満
一
周
年
を
迎
え

大
野
市
建
設
五
ヵ
年
計
画
に
そ
っ
て

各
種
行
政
面
の
一
大
飛
躍
が
な
さ
れ

っ
っ
あ
り
ま
す
が
、
私
達
の
生
活
を

よ
り
明
る
く
、
よ
り
楽
し
く
す
る
た

め
に
努
力
を
つ
づ
け
て
い
る
各
地
区

の
公
民
舘
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
性
質
を
活
か
し
て
、
皆
様
が
良
き

市
民
と
な
っ
て
頂
く
た
め
に
、
今
年

一
年
間
の
事
業
計
画
を
作
り
ま
し
た

何
し
ろ
限
定
さ
れ
た
予
算
と
職
員
数

の
た
め
に
、
充
分
な
計
画
と
は
云
え

ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆
様
の
理
解
あ

る
御
協
力
を
え
て
、
今
年
こ
そ
発
剛

た
る
公
民
舘
活
動
を
進
め
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

申
上
げ
ま
す
。
僑
、
地
区
別
の
事
業

計
画
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

地
区
別
公
民
舘
昭
和
三
十
年
度
事
業
計
画
表

十月 九月 八月 七月 六月

鄙
半
脱
を
語
る
会
新
生
活
工
夫
展
覧
会
、
保
健
教

室
，
大
野
地
区
体
育
大
会

交
学
説
演
会
、
保
健
教
室

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
、
語
る
匹
肪
第
九
号
発
行
、
敬
老

公
民
館
巡
営
協
力
委
0
会

保
健
教
室
、
読
書
座
談
会

囲
碁
大
会
．
公
民
館
結
婚

男
施

渉
記
講
座
、
英
語
講
座
、

英
数
教
室
、
巡
回
座
談
会

（
以
下
毎
月
）
、
将
棋
ぺ
会

巡
回
幻
燈
台
、
料
理
講
座

時
事
問
題
講
演
会
、
子
供

大
会
大
野
地
区
政
会
教
育

研
究
大
会
戦
場
体
育
講
習

会
、
実
態
調
査
サ
ー
ビ
ス

業
者
講
習
会
、
料
理
講
座

産
研
グ
ル
ー
プ
結
成

大
野

農
繁
期
の
た
め
行
事
中
止

家
計
簿
に
よ
る
生
活
男
体
調
査
、
宗
教
講
話
．
珠
算

書
道
礼
法
講
当
会
開
始

新
生
活
基
本
一
八
査
、
囲
碁
大
会
、
民
踊
・
尺
負
、
晨
柴

講
座
、
各
団
体
長
公
儀

政
治
座
談
会
、
巡
回
映
画

市
政
座
談
会
、
白
山
登
山
読
宍
会
、
新
生
活
講
演
会

修
養
講
演
、
宗
教
講
話
、

苛
生
活
座
談
・
式
、
農
業
研

突
中
間
発
表
、
吐
会
今
宵
地
減
研
究
大
会
読
叫
会
、

部
落
座
談
会

新
生
活
基
本
調
査
、
生
活

実
態
発
表
、
新
生
活
婦
人

1
年
座
談
会
、
読
書
会
、

宗
浙
講
話
、
団
体
長
会
議

部
落
座
談
会
、
中
竜
視
察

下
庄

上
庄

同
上

料
理
講
習
、
染
物
講
習
、

味
噌
醤
油
醸
造
講
習
、
洋

裁
生
花
講
習
、
夏
期
講
座

名
士
諧
流
会

真
綿
講
習
、
料
理
講
習
、

姉
人
指
両
者
講
習
、
角
力

大
会
、
映
画

時
局
講
演
会
、
環
境
改
善

に
つ
い
て
の
討
論
会

富
田

総
合
体
育
大
会

公
民
館
運
営
審
議
委
員
会

青
年
学
級
、
産
業
振
興
懇

談
会
、
野
球
排
球
大
会
、

敬
老
会

生
活
改
善
座
談
会
、
女
子

有
年
学
級
（
和
洋
裁
）
開
講

農
事
講
習
会
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
講
習
会

○
限
谷

体
育
専
門
委
員
会
、
総
会

体
育
大
会
、
火
災
予
防
運

動 映
画
会

グ
ル
ー
プ
研
究
会
、
青
年

姉
人
指
一
肩
者
講
習
会
、
盆

踊
大
会
世
論
図
表
、
婦
人

学
級
登
校
下
巡
回
講
座
開

始
　
　
　
　
　
　

l
l
－

　
火
災
予
防
運
動

j
ー
ー
ー
1
－
－
－
I
‐
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー

青
年
学
級
運
蒲
委
員
会
、

青
年
婦
人
画
学
紙
開
始
、

社
会
脂
育
研
突
会
、
夏
ぷ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
諧
一
習

会
、
映
画
会
、
視
察
旅
行

吐
会
奉
仕

″］ー

○
総
務
部
運
営
審
議
委
員

会
、
各
部
委
員
会
、
世
論

調
査
、
農
業
調
査
、
各
腫

両
部
訓
売
、
各
種
団
体
連

絡
調
整
、
舘
報
発
行
、
図

書
閲
覧
奨
励
及
び
充
実

○
青
年
教
育
部
青
年
学
級

青
年
団
部
落
活
動
と
事
業

の
推
進
、
成
人
式
成
人
記

念
行
事

の
婦
人
教
育
部
婦
人
教
室

婦
人
会
事
業
の
促
進
、
生

活
改
善
実
践
、
敬
老
会
、

宗
教
講
演
会
、
未
亡
人
対

象
講
演
会

○
成
人
教
育
部
成
人
学
級

映
画
、
演
劇
、
仏
教
講
演

小
山

五
箇

時
局
譜
涙
会
世
論
調
査

肺
結
核
撲
滅
運
動
、
地
区

体
育
大
会

運
営
審
周
会
、
社
《
教
育

懸
談
会
、
講
習
会

団
体
連
絡
会
、
産
順
に
関

す
る
座
談
会
、
新
生
活
運

動
、
映
画
観
賞
会

時
事
講
演
会

布
団
細
入
講
習
会
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
講

演
会

宗
教
講
演
会

料
理
講
習
会
、
回
虫
駆
除

週
間
映
画
観
賞
会

乾
側

夏
山
は
招
く
／

夏
山
は
招
く
／
・
ブ
ツ
セ
の
詩
を
か
り
る
ま
で
も
な

く
山
0
魅
力
に
み
せ
ら
れ
る
大
野
の
市
民
た
ち
の

胸
は
、
自

画
自
賛
で

は
な
い
が

清
浮
無
垢

天
衣
無
縫

の
如
き
も

の
が
あ
る

と
信
じ
て

い
る
。

こ
こ
ろ
み

に
九
頭
竜

の
鎔
谷
、
其
名
川
の
水
源
地
へ

と
足
を
の
ば
し
て
み
た
ま
え
、

カ
ジ
カ
の
哀
感
、
山
ほ
と
と
ぎ

す
、
時
に
は
仏
法
僣
0
声
に
驚

く
こ
と
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
。
亡

び
ゆ
く
平
家
の
伝
詮
、
山
の
民

ら
の
素
朴
な
夜
ば
な
し
に
夜
の

更
け
る
の
も
忘
れ
て
見
つ
め
る

槽
火
の
あ
か
り
。

た
t
＾
＾
＾
－
＾
く
山
な
み
に
雲
湧
い

て
は
る
か
な
る
想
い
に
沈
む
山

の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
o

あ
X
大
野
な
ら
で
は
と
思
わ
れ

る
山
0
思
い
出
、
族
人
の
た
め

に
打
波
の
鳩
が
湯
、
上
穴
馬
O

玉
0
井
（
い
ず
れ
も
鉱
泉
）
異

名
峡
の
展
望
台
な
ど
は
一
泊
の

族
情
を
慰
め
て
く
れ
る
の
に
充

分
で
あ
る
。

叉
、
大
野
市
親
岳
会
で
は
夏
山

の
プ
ラ
ン
も
発
表
し
て
い
る
。

な
お
細
部
に
つ
い
て
お
問
い
合

せ
の
向
き
は
祠
井
相
互
銀
行
、

滝
波
錬
三
氏
（
親
岳
会
会
長
）
宛

お
尋
ね
下
さ
い
。

　
　
　
　

（
T
E
L
八
九
八
）
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備考 三月 二月 一月 十二月 十一月

（
他
に
次
の
事
を
行
う
）

毎
月
笑
施
行
第
　

公
民
館
運
営
審
義
委
員
　
会
吐
会
教
官
団
体
眸
　

関
連
絡
会

隔
月
行
事
　
公
民
館
活
動
推
進
委
員
　

会
通
年
行
雄
　

憐
年
学
級
両
親
学
級
　

図
1
貸
出
し
及
館
内
閲
　

覧
、
公
民
館
施
設
開
放

総
合
評
価
反
省
会
、
各
種

学
級
講
座
終
了
式

読
書
座
談
会
、
世
一
旨
調
査

政
治
柄
究
講
座
、
礼
法
講

座
、
百
人
一
首
大
倉
、
成

人
式

政
治
研
究
講
座
、
礼
法
講

座
、
室
内
ゲ
ー
ム
講
習
会

子
供
大
会
、
年
末
図
書
原

簿
照
合

敬
治
研
究
講
座
、
礼
法
講

座
、
郷
専
u
資
料
展
覧
会

読
書
座
談
会
、
文
化
祭

年
次
的
事
業

青
年
六
月
一
八
月
）

学
級

（

十
一
月
1
三
月
婦
人
七
月
－
八
月

学
級
（
十
一
月
一
三
月

）

匹
心
（
十
二
月
一
三
月
）

農
業
七
月
一
八
月
）

研
究
会
（
十
一
月
一
三
月

和
洋
裁
（
（
七
月
一
八
月
）
講
座
十
一
月
一
三
月

四
皿
＾
十
一
万
一
三
月
）

宗
教
学
級
（
六
月
卜
三
月
）

料
珊
七
月
一
九
月
学
級
（
十
二
月
上
二
月
）

柔
剣
道
通
年

料
理
講
習
発
表
会
、
市
民

慰
安
演
芸
大
会
、
宗
教
講

話
、
灸
学
級
講
座
閉
講
式

福
井
裁
判
所
見
学
、
柔
剣

道
大
会
、
各
団
体
長
会
議

一
年
間
の
反
省

新
生
活
基
本
調
査
統
計
、
衛
生
講
話
、
読
書
費
、
浙

生
活
研
究
費
並
発
表
穴
倉

指
定
婦
人
学
級
発
表
会
、
部
落
面
談
費
新
生
活
運

動
の
組
織
体
の
強
化
と
実

践 政
治
啓
発
大
命
、
市
政
座

談
命
、
成
人
式
、
農
業
研

究
発
表
大
会
、
読
書
命
、

各
団
体
長
会
談
、
部
落
座

談
会
、
税
に
つ
い
て
講
話

時
局
講
演
会
、
家
計
簿
に

よ
る
生
活
実
体
発
表
、
駈

生
活
基
本
調
査
、
先
生
を

囲
む
座
談
会
、
衛
生
講
座

政
治
座
談
会
、
将
棋
大
会

文
化
祭
、
体
育
大
会
、
敬

老
会
、
新
生
活
基
本
調
売

宗
教
講
話
、
読
書
会
、
新

患
活
婦
人
青
年
座
談
会
、

巡
回
映
画
、
家
計
簿
の
っ

け
方
講
習

通
年
行
事
　

裁
縫
学
院

農
事
講
習
、
保
健
衛
生
に

つ
い
て
の
討
論
会

編
出
講
習
、
講
演
会

洋
裁
生
花
講
習
、
年
賀
令

成
人
式
、
冬
期
講
座

洋
裁
生
花
講
習
、
料
理
講

習
、
冬
季
講
座
開
設

市
行
政
に
つ
い
て
の
討
論

会
、
文
化
祭
、
敬
老
会
、

時
局
講
演
会

公
民
館
運
営
審
議
委
員
会

青
年
学
級
婦
人
学
級
終
了

産
業
座
談
会

生
活
改
善
座
談
会
、
青
年

学
級
婦
人
学
級

成
人
式
、
社
命
学
級
（
食

生
活
）
、
レ
ク
リ
I
・
‐
，
シ

ョ
ン
大
会

生
活
改
善
座
談
会
、
青
年

婦
人
画
学
紙
開
講
、
社
会

学
級
（
農
事
）

公
民
館
運
営
審
議
委
員
會

農
産
品
評
会
、
産
業
研
究

発
表
会
、
映
画
会

月
例
行
事

公
民
館
運
営
審
議
委
員
会

青
年
学
級
、
婦
人
学
級

宗
教
講
演
会
、
昏
睡
同
体

行
事
打
合
せ
会
、
成
人
細

入
】
同
年
各
￥
嘸
診
了
一
｛

新
生
活
運
動
推
進
連
絡
協

議
会
、
農
事
成
績
発
表
会

阪
谷
の
産
業
発
展
を
語
る

会
、
新
生
活
運
動
の
推
進

を
語
る
会
、
冬
季
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
講
省
会
、
囲
碁
、
将
棋
大
会

成
人
式
講
演
會
、
童
話
會

か
る
た
大
令

社
会
学
級
各
講
座
巡
回
開

始
時
局
講
演
会

花
嫁
講
座
開
始
、
文
化
講

演
、
文
化
祭
、
演
劇
会
、

展
覧
会

会
、
時
局
講
演
会
、
両
競

学
級
，
部
落
座
談
会

○
厚
生
部
保
健
講
習
会
、

寄
生
虫
駆
除
検
便
、
新
生

活
推
進
委
員
会
、
冠
婚
葬

祭
簡
素
化
、
学
校
給
食
の

協
力
、
食
生
活
改
善
、
連

合
体
育
大
会
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
ピ
ン
ポ
ン
大

会
、
囲
碁
大
会

○
生
産
教
育
部
農
業
講
座

長
事
柄
突
会
育
成
．
農
家

組
合
の
育
成
、
柄
究
発
表

会
、
農
業
視
察

婦
人
堂
ま
級
青
年
学
級
閉
講

運
営
審
議
会

生
活
改
善
協
議
会
、
副
業

に
関
す
る
座
談
会

時
局
講
演
会
、
婦
人
学
級

開
講
、
運
営
審
議
会

農
産
品
評
会
、
農
林
産
物

柄
完
発
表
、
新
生
活
運
動

―
―
―
青
年
学
級
は
年
間
通
じ
て

毎
週
水
曜
夜
。
但
し
冬
季

は
諾
間
と
す
（
農
繁
期
を

除
く
）
婦
人
学
級
は
一
月

よ
り
三
月
ま
で
基
間
と
し

七
の
外
に
農
閑
期
を
利
用

し
て
行
う

各
珂
団
体
の
反
省
会

成
人
式

講
演
会
、
料
理
講
習
会

体
育
大
会
、
文
化
祭
、
敬

老
会
、
新
生
活
運
動
実
施

発
表
会
、
宗
教
講
演
会
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